




























た時、表紙の裏には IGollanczというサインと、その下に別人の震える筆跡で“sentto me in 
Flanders in 1914 by Professor Gollancz, H. S. B.円という書き込みがあり、本の中にその詩の部分現代
英語訳手書き原稿が挟まっていた。これをよく読むと素人訳ではとうていなく、中世英語頭韻詩
を専門に研究している人間の訳文であることがわかった。書き込みの名前とイニシャルを手がか










断定）する結論はこうである。 SirIsrael Gollancz教授は、夜間コースで受講していた Benne仕氏が
出征したことを知り、激戦地フランダースにいる彼を励ます（戦地慰問）ために、教授所有の
Beowulf校訂本を送った。挟まっていた現代英語訳は、夜間コースでのBeowulfの講義に使用した
ものか、もしくは訳文断片部分が、主人公 Beowulfが劣勢になりながら神の加護で勝ちを収め、
水中から地上に生還するという内容であることから、戦場から生還せよというメッセージを込め
て挟み込んだものである。
学会出張期間には英国図書館に通って資料を閲覧していたが、館内書店に第1次大戦関係書の
コーナーがあり、発表のための研究調査を通じて大戦に従軍した文学者にも興味がわいていた。
買い求めた小さなオーウェン詩集をホテルで読みふけったが、特に、“Dulceet Decorum est刊とい
う詩、この毒ガス攻撃の生々しい描写にH.S. B.の姿が重なり、その符合に感動した。言語文化
研究科の大森文子准教授は英詩メタファ一分析の専門家で、霜鳥慶邦准教授はオーウェン協会員
の専門家である。で、このセッションを企画し、オーウェンの命日に行うことになったのである。
